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補第三十七期(歩兵、大正 14 年 7 月 25 日卒業、同年 10 月 26 日任官)。その後大本営運輸通信長官部参
謀(昭和 13 年 7 月 15 日)、参謀本部鉄道班長(昭和 16 年 8 月 1 日)、関東軍野戦鉄道司令部参謀長(昭和
19年 2月 14日)、大陸鉄道司令部参謀長(昭和 19年 12月 11日に関東軍野戦鉄道司令部を改編、守田の










 一 大陸鐵道輸送協議会 
 二 満鐵機構の整備 
 三 満鮮支鐵道軍事一元指揮の具現 
 四 日ソ戦に於ける満鮮鐵道の運用 
第三 鐵道の整備 
 一 満鐵機構の整備 
 二 鐵道施設の整備 
第四 鐵道部隊 
                                                           
1 『陸海軍将官人事総覧 陸軍編』(芙蓉書房 1981 年)476 頁及び、『帝国陸軍編成総覧 第 2 巻』(芙蓉
書房 19993 年)793 頁、及び同書『第 3 巻』1211 頁による。なお本来は満州、満州国などに「」を付す
べきであるが、煩瑣になるため省略する。 
2 「資料紹介 戦時満洲の軍事鉄道輸送 『自昭和十四年至昭和十七年 満洲における鐵道整備』」 『生
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5 資料 2頁 
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6 前掲拙稿「戦時期満洲の軍事鉄道輸送」112頁及び 122頁参照。本来は、黒河方面と満州里方面で、鉄
道線路の破壊を予定していた。 
7 資料 9 頁 





































































  空気制動器部品は内地神戸より工場を疎開させたが、工場建設途中で終戦となった。 
  此等鐵道の現地自活施策の實現上大陸鐵道輸送協議會が果たした役割は大きかった。」 
 
５ 「第四 鐵道部隊」14～17 頁 
ここでは 1944 年 12 月の大陸鉄道司令部の設置や、満鉄従業員を主体として編成された鉄道部
                                                           
8 この点本稿６の(3)参照のこと。 


































                                                           
9 草場は士官候補第 20期(歩兵)、参謀本部運輸課長、満州国交通部顧問、第二野戦鉄道司令官、関東軍
野戦鉄道司令官、第 52師団長、関東防衛軍司令官、第四軍司令官を歴任。参謀本部附・待命を経て、敗
戦時大陸鉄道司令官。1946年 9月 17日自決。以上は前掲『陸海軍将官人事総覧 陸軍編』253頁によ
る。 
10 1945年 4月創設。同時に大陸鉄道司令官の隷下に入った。本稿７の(3)参照のこと。 




































                                                           
11 大陸鉄道司令部をさすと思われる。 









８ 「結言」20 頁 
「政治、経済、軍事など各般に亘り重大なる關係を有する満洲鐵道を満州事變、支那事變、對ソ作戦
準備など,軍事的比重は大きかったとはいえ、殆ど軍関係に於いて實質的に整備運用していたことは大
きな誤りであった。此の如きは一見整備運用に便であるけれど、実際に於いては欠くる所が大きかっ
たのではないか。総力戦の動脈の形成する鐵道の如きは、總力戦的機構の下に之に應ずる人容を備へ
運用せられなければならなかった。此の見地よりすれば、大陸鐵道輸送協議會の設置は一歩前進した
形態であり、又實積上よりしても成功であった。」 
 
おわりに 
以上守田の回想「大東亜戦争末期における満洲鐵道」を紹介してきた。アジア・太平洋戦争の最末期
の鉄道輸送の状況を伝える資料として貴重だといえよう。ことに(河村の資料も同様であるが)当時の陸
軍参謀が、どのような観点で全体の機構整備の状況や、輸送の問題点を見ていたかを示している点が
重要であろう。これによって鉄道の軍事輸送に関係する諸資料について、相互の関連や重要性につい
て、より実態に即した理解が可能になると思われる。勿論、二人の元将校が戦後残した回想である以
上、二人の個人的見解も多く反映されている可能性があり、資料を利用するに際して大きな限界があ
ることはいうまでもない。然し従来知られてこなっかった鉄道の軍事面からの活動に光を当てるもの
として、一定の価値を持つと言えよう。 
 
 
